
文化に関する表彰　表彰基準該当チェックシート
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全県レベルの芸術、科学、教育の展覧会及び研究発表等において、特に優
秀な成績を収めたもので、将来においても、町芸術文化等の活動を続ける
と認められるもの

芸術的技能が特に優れ、全県的観点で希少価値を認められるもの

その他広く町民文化として定着した活動を行うもので、今後更に町文化の
向上に寄与すると思われるもの

文化奨励賞について重ねて表彰を認めるときは、前回の表彰から３年を経
過していなければならない

公的機関等が主催又は後援する全国大会規模以上の催しで、上位入賞を受
賞した高校生等

 □

右欄
(1)～
(4)を
全て
満た
す。

文化関係の名誉的役職の地位にある者又は財政的援助のみを行う者でない
こと

過去において主として文化に関する功績により、町の褒賞を受けたことが
ないこと

表彰に当たっては、被表彰者が行っている営業活動との関連を十分に検討
すること（問題が無ければチェック）

芸術（音楽、演劇、美術、文学、舞踊その他の分野）、科学（自然科学、
社会科学及び人文科学の分野）、教育（学校教育、社会教育、文化活動、
文化財保護等の分野）の展覧会及び創作、発表、研究活動等において、全
国的に認められている

芸術的技能が特に優れ、全国レベルで希少価値を持っている

芸術、科学、教育その他において、その普及奨励に特に尽力し、満年齢が
おおむね50歳以上である

町内において引き続き10年以上にわたり文化活動の養成指導に寄与した

永年にわたり芸術、科学、教育その他の学術的研究において特に優れ、町
の文化向上に寄与した

日常不断の研さんに努め、現在も熱心に活動している


